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’１０ 「湘北地区の地域福祉を考える懇談会」Ⅴの報告と提案 

２０１１年４月 湘北地区の地域福祉を考える懇談会実行委員会 

１、 平成２３年度への課題と提案 

「湘北地区の地域福祉を考える懇談会Ⅴ」は、前年度の報告と提案をふまえ、今年の目的は、情報交換によるネットワーク、地域の自治会の協力をさらに得るなど、ま

た、毎年のその報告と提案が社協の事業として取りくまれ考え方が地域社協に浸透し地域サロン活動は年々広がりをみせています。住んでいる地区、地域を知る「まち

たんけん」２回目、大勢の方々のご参加をいただき、意見交換等もでき、ご提案もいただきました。 

 毎回、お忙しい中、ご出席いただき情報、問題点や課題をご提起いただきました、みなさまに厚く感謝し、ご報告申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【懇談会に出席された方々の所属等】 

  Ｅラウンジ“シニアサロン”   香川小学校区推進協   子育て支援グループきらきらぼし 

  在宅介護よろず相談所結   湘南福祉センター下宿屋    包括支援センターあかね 

  ボランティア香川  発達障害者の会「スペアちがさき」   湘北とものわ  民生委員 

自治会（香川・甘沼・松風台・みずき・鶴が台・鶴が台（一）・ライトタウン） 

茅ヶ崎市立鶴が台保育園  茅ヶ崎市保健福祉課  茅ヶ崎市社会福祉協議会 

             湘北地区社協 （役員 ・ボランティアセンター ・ホームページ運営委員会）   

                           湘北地区の地域福祉を考える懇談会Ⅴ実行委員会 

‘１０「湘北地区の地域福祉を考える懇談会」Ⅴの提案 

１、湘北地区のネットワークづくり 

① 町にホームサロンを、中高生の 「居場所づくり」 を検討してみませんか。 

② 町点検—バリアフリー点検等、福祉マップを活用しての PR 活動を来年もしませんか。 

③ 昨年度提案課題、困ったとき助けあえるシステムづくり、情報提供システムを作りませんか。 

         ④ 相談窓口をもっと増やせませんか。 

    ⑤ 地域の安全安心なボランティア送迎について考えて行きませんか。 

 

２、次年度、「湘北地区の地域福祉を考える懇談会」（仮）を 
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（１） 車椅子、高齢者、住民の視点で 「まちたんけん」、見えたこと、感じたこと ～湘北地区のまちづくり～ 

      ・ １２月１９日、 湘北地区ボランティアセンターに集まり、Ａコースは香川小学校西側、Ｂコースは香川小学校東側、Ｃコースはユニハードウェアの前を通る、３

コースに分かれ、車イスに乗り、シニアーカーを押しながら最終地点香川公民館に出発しました。 

茅ヶ崎市保健福祉課、茅ヶ崎市社会福祉協議会、地域包括支援センター、懇談会のメンバー、地域の方々３５名参加。 

・ 公民館でコースごとに「振り返り」を行い、凸凹な道路、歩道が狭く、車道に向かい傾斜が急なため、車イス、シニアーカーなど歩行が困難、歩道に置かれて

いる植木鉢、車イスでの横断歩道は信号の間隔に問題点など、見えたこと、感じたこと、コースごとに発表を行いました。 

・ 問題点の対処方法を検討し関係者の協力を頂きながら改善につとめてゆく。 

・ 「まちたんけん」は継続して行いたい。 

・ 中学校の生徒に参加してもらうため、学校に申し入れたが急なため今年は不参加。来年度も再び呼びかけをしませんか。 

 

（２） 福祉活動、地域サロン２１箇所 

      ・ 「湘北地区の地域福祉を考える懇談会」がネットワークの機能をもち、地域の身近なところにサロンが増えている。 

・ 湘北地区社会福祉協議会のホームページ・福祉マップ等で紹介していますが、より多くの方に知っていただくために一覧を作成。 

各地域で活用してほしい。 

・ 今年度、ボランティアセンターでサロン、香川には子育てサロン開設しました。 

 

（３） 年度提案の引継ぎ提案事項 

・ 地域の相談窓口をもっと増やしませんか。 

２３年２月から、市では、地区ボランティアセンターに相談窓口。モデル事業を実施。 

・ 地域の安全安心なボランティア送迎について考えて行きませんか。 

   市社協の研修会に参加、その後意見書を提出 

 

（４）今年度、問題と課題 

      ・ 情報について    紙媒体、ホームページ等あるが、継続的に発信することと合わせて、広告等になってゆく口こみも大事。 

               地域内のサロン、ミニデイ・活動しているグループ等の情報をまとめ一覧表作成 

                           地区内にある鶴が台保育園園長先生の参加により、子どもを預かるだけでなく、子育て支援も応援している情報提供があった。 

・ 個人情報について  関係者だとしても登録者の情報を出すことはできないが、その人にあったネットワークが作っていけたらよいのではないか。 

・  障害児、青少年の居場所について  場所についての提案があったボランティアを集めればできる可能性もあるのではないか。また、それぞれの 

ミニデイやサロンが１５時くらいで終わるが、放課後の時間帯の居場所にはなれないだろうか。 

       ・ 通学支援（小学校） 香川小学校からの呼びかけ 香川の五叉路横断歩道は出来上がり旗ふりボランティアさんが活動している。 

      ・ 香川小学校にプラザ事業の予定はない。    湘北地区で円蔵小学校、鶴が台小学校は放課後プラザ事業が開催されている。 

・ 障害者の方との交流について   防災訓練などは良い機会。 

・ 小さなサロン活動を、歩いていける小地域につくる。 


